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　　　In　order　to　investigate　the　influence　of　reticuloendothelial　function（REF）on　mucoprotein〔MP）meta－
bolism，　studies　wbre　made　to　determine　whg㌻her　any　changes　occured　in　serum．MP　levels（by　Pol昂rographic
filtrate　test）a．nd　electrophoretic　pat．terns（TiSelius）of　serum　pro七6in　as　a　result　of　bpth　Accβleration　and’
bloe．kade　of　REF．　　・
　　　The　results　obtained　are　as　follows；．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　On　the　experiments　of’　reticuloendothelial　system（RES）一blockαde．
　　　　1）Wistar　strain　albino　rats　were　injected　intravenousl￥’with　O．5　ml　of　1％，2％and　3％silver　colloid
solution　per　150　gでm　body　weight　respe．ctively．　In　proportion　to　the　conceptratlon　of　silver　colloid　solu－
tion　injected，　MP　levels　in　the　sera　of　rats　have　increased．　　・
　　　In　electrophor6tic　patterns　in　acetate’buffer　solution　carried　out　simultaneously，　Mrand　M，・一peak，　as
was　reported　bY　Mehl　et　al，　appeared　in　control　as　well　as　in　experimental　rats．　However，　M3－and　M4－
peak，　which　were　newly　fQund　and　tentatively　named　by　the　au七hor，　appeared　in　the　sera　of　experimental
rats　alone6　　　　　　　　　　　　　　・
　　　In　other　rats　when　the　same　RES－bloekade　was　provoked，．　lowering　in　the　phagocytic　function　was
observed　from　the　results　of　Adler，s　index，　while　no　change　in　the　parenchymatous　function　of　livdr，
by　prothrombin－time－tes七，　was　no七6d．
　　　　2＞When　continuous　injections　of　indian　ink　in　rabbi七s　ins七ead　of　silver　colloid　solutjon　were　used
to　produce　RES－blockade，　a　similar　increase　of　MP　levels　in　the　sera　were　observed．
　　　　3）Following　RES－blockade　with　silver　colloid　injectiqn，　each　albino／rats　were　given　an　intraperito－
neal　innocuIation　with　ascltes　of　Yoshida　sarcoma．　The　MP　levels　seemed　to　be　slightly　higher　th，an　in
the　case　of　silver　colloid　injee七ioh．
　　　On　tんθexpuer・iments（）f　REISLstimulαtion．；
　　　　1）Albino　rats　were　injected　subcutaneously　wi七h　O．1，0．2，0．3　and．0．5　ml　of“communin”solution，　which
is　made　of　filtrate　of　cultuamadia　of　Coli　bacilli，　per　180　grm　of　body　weight　respectively．　Five　hours　aftre
injection，．　MP　levels．in　the　sera　markedly　decreased　in　proportion　to　the　dose　of“communin”solution　us．ed．
　　　In七he　electrophoretic　patterns．　th．e、　reduction　ofα一globulin（pH　8．0）and　of　Mi－and　M，・一peak（pH　4．5）
were　observed，　In　this　case，　of　course，　M：s－and．　M4－peak　did　not　appear．
　　　There　exi、t、　n。　difl’。，e。，e　i。　th。，6、ult、。f　Adler，、1。d，x。・d　p。。th，。mbin－time－t。、t　b，tween。xp，，i－
mental　and　control　rats．
　　　　2）When　Yoshida　sarcoma’　was　innoculated　in　wistar　strain　albino　rats　following“communin”injec－
tion，　the　MP　levels　were　increased．　FUrther，　when　a　peritonitis　was　induced　by　innoculation　with　turpen－
tine　oil　following　communin　injection，　the　MP　levels　were　simil肌ly　increased　as　well　as．　in　the　easle　of
when　communin　was　inj色cted　follo．w．ing　inducement　of　peritonitis　by　innoculation　with　turpentine　oiI．
　　　In　the　eleetrophoretic　patterns　in　such　ease，　an　increase　ofα一globulin（pH　8・0），　an　increase　of　M－ipeak
and　an　appearance　of　M：1－and　M4－peak（pH　4．5）were　observed．　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獅
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　　From　the　above　resul’ts，　it　is　surmised　that　the　function　of　RES　is　elosely　eonnected　with　a　liberation
or　a　preservation　of　MP　in　normal　sera，　that　is　to　say，　it　regulates　a　dynamie　equilibrium　of　MP，　on　the
other　hand，　it　is　suggested’　that　the　MP　inereasing　in　malignant　tumors　or　inflammations　would　be　meta－
bolized　by　different　modes　as　cQmpared　to　the　MP　present　in　normal　states．
　いわゆるムコ蛋白（MP）と呼ばれる広義の糖蛋白に属す
る物質が，ある種の炎症性疾患1）剛の並に悪性煙瘍Dβ）・り硝）
の際に血申に増量することが知られるようになつで，この
物質を巡っての研究が次第に活壌となってきた。一方Br－
dickai2）以来医学的に導入され発展してきたPolarograph
法濾液反応の本態は，これまでしばしば指摘13）一．】6）してき’
た如く，上記MPが主役をなすことが疑のない事実とな
り，これまでPolarograph癌診断法として用いられてき’
たこの方法が，同時に血清MPの消長を知る上の鋭敏な一
手段であることも明らかとなった。しかしながら，病的状
態においてMPが如何なる機序：によって何処で産生される
か，またそれが如何なる方法で代謝されるかの問題は現在
なお殆んど解明されていない。
　従来MPの産生母地に関しては，肝性並びに肝外性両因
子10）・1帆1S）が漠然と主張されている。教室の佐々木19）は
この問題を追求し，特に生理的に存在するMPの産生に関
しては，蛋白合成臓器としての肝実質細胞の重要性を指摘
している。筆者はこれと平行して此内系機能の関与につい
て研究を行ない，MP代謝の問題との関連において興昧あ
る知見を得たので報告したい。
　なお実験は網内廓の楓塞実験と刺戦実験とに二分される
ので，錯綜を防ぐ為，実験方法並びに実験成績は各項別に
記載した。
1．三内系組織三門実験
　網内濠機能の低下を起さしめる方法として，異物摂取能
解毒機能・抗体産生能・莉陳代謝調節能等，現在知られて
いる幾つかの機能の申，比較的実験の容易な色素による網
内取の損塞を行ない，その結果網内系の異物摂取能低下が
起ることを期待して次の実験を行なった。
　　　　　　　　　［実験方法］
　　A．＝ロイド銀溶液による画面実験
　動物は予め一定の餌料を以て飼育したウィスター系白鼠
（体重1809前後｝を用いた。
　1）Polarograph濾液反応（ポ反万菰）：鼠の頸静脈より
約2．5cc前採血を行ない，その血清0．5　ccを既報記載の如
き方法20）によりポ反応を行なう。即ち血清O．5　ccに蒸溜
水1．O　ccを加え，さらに20％ズルフrkサリチル酸1．O　cc
を添加し，10分後東洋濾紙No．6を以て濾過し，濾液0．5
ccをcobalt　ammonia電解液（CoC12：8×10－4M，　NH4Cl：
N！10，NH3：N／10混合溶液）5ccに加え，型の如くPolar－
ograph（島津製R？2型）によってポ波第1波及び第H波
を測定する。分流計感度は1／50，水銀滴下問隔は4秒va　1
滴である。以下ポ波測定の条件は何れの実験においてもこ
れと同一である。
　前議孟酸10日目に，予め滅菌せる1，2，3％のコロイド
銀溶液を体距：1509当り0．5cc宛他側頸瀞脈に瀞注し，24
時間後即ち前採Mlより11日目に再び頸誕脈より採血を行
ない，前記試験に供した。コロイド銀静注を前採血より10
日目に行なった理由は，鼠の如き小動物においては前採血
による貧血等の影響が予想以上に大であるためである。従
って前採血量も可及的同体重の鼠につぎ採血量を一定にす
るよう注意した。
　対照は前採血後無処置の糞ま，同じく11日目に頸櫛脈
より採血した。
　この際正常白鼠の血清ポ波は個体差が大であるため，お
のおのの鼠につきその前採血値を以てポ波前値となし，試
験後採血値の標準としたe従って績は前採血値に対する11
日同採血値の比率，即ち増加率を以て記載した。
　2）電気泳動像：ポ反応と平行して，3％コロイド銀溶
液注入前後の血清蛋白分暦の変動を検討した。実験動物，
揖塞及び採血の条件はポ反応と同一である。
　．血清蛋白の泳動：方法はセチリウス髪置（日立製旺丁2型
ミクロセル）を用い，pH　8．0とpH　4．5における二つの泳
動を行なった。これらの泳動像における面積測定は軍量法
を用い，総蛋白量は硫酸銅による比重法によった。
　a）pH　8．0：電気泳重r会規貝1］’！11により規定された：方法
を踏襲し，燐酸緩衝液（M／20第1及び第II燐酸，　pH　8．o，
イオン強度0，12）を用いた。泳動条件，泳動時間等も同規
定に従った。
　b＞pH　45：Meh12）に従いMP’の下分目であるM1，’M・
の変動を詳細に知るために，酷酸緩衝液（INの酷酸酷酸
ソーダ混合液，pH：4．5，イオン強度0．1）中での泳動を行な
った。加電圧は70V，泳i獄時聞は70分である。
　3＞Congored係数（「コ」係数）：上記填塞の効果を見る
ため，他の白鼠群について3％コ・イド銀墳塞後のAdler－
Reimannコ係数を検べた。
即ち3％コロイド銀静注後24時明目に，1％コンゴ赤溶
液を体重100g当り0．3　cc静注し，4分後及び60分後血清
のコンゴ赤の呈色度をDubosque型比色計で測定し，後者
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対前者の比率の百分率を以て係i数を表わした。
　4）Prothrgmbin時値：〔「プ」時値）：　さらにコロイ　ド銀
葡注が学内系墳塞にのみ止まり’，肝実質機能には大きな影
響を与えないことを裏付けるため，肝実質機能の一つの指
標であるプロスロンビン時値の測定を併せ行なった。
　　B．墨汁による愼塞
　前記コロイド銀による墳塞実験と平行して，墨汁連続静
注による閉塞実験を行なった。この際連続的に静注を行な
う関係上，動物は家兎を用いた。
　1）Polarograph濾液反応：この実験においても墨汁
注射前に予め前採血を行ない，試験器採血値の標準とした。
　墨汁液は紅華墨を一定の圧で10分聞磨り，定性用二野
で濾過し，生理的食塩水を加えて20％溶液となし，これ
を家兎測距：1kg当り3ccを耳三郎に毎日1回注射し，7
日開これを連続した。最後の箭注より2，6日目及び10日
目の3回採血を行ない，それぞれの波高を測定した。
　2）Cong6red係数：他の家兎群について墳塞後48時
問目に「コ」係数を測定した，対照は同量の生理的食塩水を
連続静注したものについて行なった。
　　C．コロイド銀による閉塞と吉田肉腫移植との合併
　　　実験
　悪性腫瘍並びに炎症性疾患の際増量する蛋白多糖類の産
生因子として，組織破壊説22）・2：S’，組織修復説24）噛26）等肝
外性機構を主張している説がある。筆者はここで三内系平
声の上にさらに肝外性因子としての悪性腫瘍の移植を併用
し，これが如何なる態度を現わすかに興味をもち実験を行
なった。
　悪性腫瘍としてはウィス四一系白鼠に移植した吉田肉腫
腹水を用いた。
　1＞Polarograph濾液反応：実験嘗物並びに墳塞方法
は3％コロイド銀填塞実験と全く同じである。即ち予め前
採血を施し，10日目va　3％コロイド銀溶液を体重150　gに
つきO．5ccの割で静注し，24時間後吉田肉腹水0．1　ccを
腹腔内に纏植した。柴田L■7）によれば吉田肉腫移植後24時
間自頃よりポ波は上昇を示し，48時間では確実に陽性とな
ることが報告されているので，移植後48時間目に採血を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表a）
行ない前採血値と比較した。
対照は3％コロイド銀静注後72時聞目に採血を行なっ
た。
　2）電気泳動像：この実験においても，試験前後の血
清蛋白分際の変動を電気瀬1的にpH　8．0及びpH妬につ
いて検討した。前採血後填塞，吉田肉腫移植後，後採血に
至るまでの条件はポ反応と同一である。但し対照はこの場
合は無処置のものである。また肉腫移植のみの泳動をも併
せ行なった。即ち前採血後11日目に吉田肉腫腹水を移植
し48時聞後採血を行な：い，この移植前後の二つの血清に
つき『pH　4．5における泳動像を比較した。
　　　　　　　　　［実験成績］
　　A．コロイド銀による填塞実験
　1＞Polarograph波高：1，2％及び3％コロイド銀溶
液を用いた際のポ波高及びそのIndexを，それぞれ第1表
a），b），　c）に，対照のそれを第2表に示した。
　eg　1図，　a）及びb）はこれらをポ第1波及び第II波別に．，
波高のIndexを以て一括して図示したものである。
　表及び図より明かなように，注入したコロイド銀の濃度
が増加するにつれポ波は上昇することが認められる。
　2）電気泳動像：pH　8．0及びpH　4．5における泳動の
成績を第3表，a）及びb）に，これら蛋白分野の変化のSc・
hemaを第2図，　a）及びb）に記した。
　pH　8．0での成績は，損塞後起る総蛋白量の増加に随伴し
てすべての分屑も増加しているが，中でもα一G及びγ一Gの
増加が著明なようである。
　pH　45では墳物前血清でAlbより陰性荷電の二つの峯，
即ちMehlx）のいうM】及びM2分屑のみを認めるが，墳塞
後血清においては，さらに．われわれがM3及びM4と名付
けたところの，より陰性荷電の新しいごつの峯の出現を認
めた。この新しい峯の出現によりM2は僅かに減少する傾
向があるが，狽塞後血清では，これら陰性荷電分屑以外の
分暦の百分率は減少しているから，全体として陰性荷電分
死すなわちMehlによるMP分屑は増加していることにな
り，前記ポ反応の成績と一致する。
　3）Congored係数1第4表に3％コロイド銀静注例と
1％Colloid銀静注実験
動物
??
????
?
注射前口1波
　　（Wi）
18．0
44．0
43．0
43．0
注射後脳1波
　　（wo 、撫■注射驚II波田騰箏）II波（IndexWii／Wii）
??? 4．00
1．05
1．74
1．00
34．0
57．0
48．0
50．0
????? 2．18
0．79
1．58
0．94
平　均 1．95 平　均 1．37
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第1表b）2％Colloid銀静注実験
動物
??
??
??
??
??
????
???
1　注射八一1波
　　　（Wi）
?????? ???
注射後第1波
　（Wi）
44
72
44．5
，65．5
48
33
72
平　均
Index
（W壬　tWI）
，　1．76
3．43
1．85
1．72
1．02
1．65
1．80
1．89
注射前第II波
　　（Wii）
40．5
32．5
40
45
56
33
48・
・注射後程II波
　　（Wfi）
68
79
49
65．5
47
46
77
平　均
　Index
（Wfi／Wn）　．
1．68
2．43
1．23
1．46
0．84
．1．36
1．60
1．52
第1表。）3％Colloid銀静注実験
動物
??
??
??
??
?
??
　注射前第1波1
　　　CWi）
24．5
14
43
26．5
39．5
注射後第1波
　　（W壬）
73．5
50．5
49
45
87
平　均
Index
（W丘ノWI）
3．00
2．96
1．14
1．69
2．20
2．20
注射前第II波
　　（Wir）
35．5
24
48
34
46
注射後第II波
　　（Wfi）
78
60．5
52
50．5
87
平　均
　Index
（Wii／Wii）
・2．19
2．52
1．08
1．49
1．89
1．83
　工ndex
40
3．0
zo
O
w拓、x
?
?
　　　　　，属
レ貸ず．
?
　　桑　　x　　x
工ndex
o　　　　o
　　　0
　　　90 　／’
　O，’”
ノの　?　　　む
　ぎ
　　　o
　o
対1多2ξ讐　　対曹2三野
　　？甲旱　　　　？　早早
　　ド　ド　　ド　　　　　　　　　ド　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　ド照　　額　　銀　　SR　　　　‘．　照　　銀　　銀　　銀
　a）第1波・　　　b＞第II波
田1図　コロイド銀による填塞実験
Alし
B
A
??（…
図z
M，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，態
　　　　　　　　十　　　　一　）t
　　　a）　pH　8．O　　　　　　　　　　b）　p】i工4．5
第2図　コロイド銀填塞実験における電気泳動像
対照の「コ」係数を示した。即ち小数例で｝faあるが，コロイ
ド銀注射例では対照に比し明らかに係数は増加し，墳塞に
よる網内船の異物摂取能低下がうかがわれる。
　4）　Prothrombin日寺頑直：　第5表は3％コロイ　ド垂艮静注
前後の「プ」時値を測定したものである。動物の個体差は大
きいが，静注前値と後値の閻には殆んど差が見られない。
　　B．墨汁による連続」眞塞
　1）Polarograph波高：第6表に連続注射例及び対照
のポ波高の推移を記載した。この場合もコロイド鍵眞塞例
と同様に填塞後の波高の上昇は対照よりも著しく大きいが，
10日目には全く旧値に復した。
　2）lCongored係数：第7表にこれを表示した。
　　C．コロイド銀による愼塞と吉田肉腹移植との．合併
　　　実験
　1＞Polarograph波高：合併実験及びコロイド銀墳塞
のみの対照実験の一三は一括して第8表に記載し，ng　3図，
a），b）に図示した。
　第8表及び第3図から，墳塞後吉田肉腫移植せるものと
対照とのギ波上昇率は顕著な差はないが，肉腫移植を合併
せるものの方にポ波がより上里している傾向が認められた。
　2）電気泳動像：p且8．0及びpH　4．5における成績は第
9表，a），　b）に，　Schemaを第4図a＞，　b）に示した。肉煙
移植のみのpH　4．5における成績は第10表及び第5図に示
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　第2表Colloid銀対照
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動物
A2
A．3
CT
Cs
D3
No．3
No．4
注射前第1波
　（Wi）
31
41．5
27．5
24．5
56
30．5
29
注射後第1波
　（Wi）
55
57．5
52
65
64
44
57
平均
Index
（W壬ノWI）
1．77
1．39
1．89
2．65
1．14
1．44
1．97
1．73
注射前第II波
　（Wii）
???《???
注射後第r［波
　（W壬1）
????????
平均
Index・
（WII／WIエ）
1．48
1．20
L38
1．37　・
1．05
1．38
1．38
1．39
第3表a）
23
?｝?
　．前
24　1一
　　後
　．前
25　1一
　’開
平　前
均．．後
　　前対
照．後
第3表b）
T．P．
6．7
7．1
6．5
6．9
6．7
7．6
6，6
7．2
Aib　1　a－G　1　B”G
g／d己4．36
％　65．1
O????
3．69
57．3
3．33
48．7
4．26
63．7
4．25
55V
0???←?
4．12
56．9
6．3・
6．3
4．21
66．7
4．48
70．8
O．54
8．1
2???
O．63
1G．7
O．63
9．3
O．45
6．8
O．77
10．1
O．55
8．3
7???
O．54
8．6
O．68
9．4
9?ー???
O．95
13．5
5????
5??????
1．39
20．8
4???
1．31
19．7
1????
O．84
13．3
O．96
15．3
r－G
O．60
9．0
O．71
10．0
15
O．71
11．0
1．02
14．9
16
O．57
8．6
1．15
15．3
17
2???
O．96
ユ3．8
18
O．72
11．4
O．28
4．5
前
T．P．
（g／dE）
6．3
後層 U．5
前
?
???
???
?????
6．1
6．7
7．5
7．1
7．5
6．7
6．8
6．8
M4
o
1．6
o
o
o
o
o
O．8
o
O．6
M・IM，1　Mi　1　Albその他
o
1．5
o
3M
o
2．0
o
1．2
o
2ユ
　55．O
s．61　2．144．3
　　54．4
3．61　g．31　41．s
　52．5
g．gi　2．sl　3g．s
　52．2
g．21　s．437．6
52．0
9．4 2．8 39．8
8．0
43．4
1．si”’311il．i61
8．7
52．7
4．21　39．8
45．0
42．6
47．5
44．1
48．0
54．6
47．3
65
47．2
1｝1．6Rigllo　3s．6；　so・s
　53．O
g．21　dr．gl　40．g
　49．3
6．61　4．g37．8
47．0
48．o
第4表　3％Colloid銀静注後のcongored係数第5表
動　物
??
?
対照1
／1　2
Congorot係数（％）
3％Colloid銀静注前及び後の
Pro七hrombin時値
88．8
75．0
動刎
59．7
47．0
注射前（秒） 注射後（秒）
??? ??? ????
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第6表　墨汁連続注射実験
動’ ｨ
対照．1
11　・2
墨汁例
FEiiev，i｝tr
????←
8
注射後2日目
　　WI
18　（1．6）
26　（2：6）
45　（5．6）
注射楓ｾ注射響明
13　（1．5）
11　（1．1）
17　（2．1）
16　（1．5）
12　（1．2）
12　（1．5）
注射前Wn
??? ??
20
注射後2日目
　　Wエr
35　（1．8）
30　（1．6）
注射凾P、明注射駅田
27　（1．4）
30　（1．6）
45　（2．3）
22　（1．1）
19　CQ．6）
lg（1．o）　1　22cl，．1）
（　〕　内はIndex
第7表　墨汁連続注射後のCongored係数
動　　’物
対照1
t／　2
墨　汁　例
Congorot係数％
59．0
64，0 ノー口?
’
??、?
?????
?????????? ? ?
68．2
”ミ蝉・
　siX
工ndeX
腹、
??????3 ?????????3
a）Polarograph第1波
第3図
Index
脚、
3vlff　3　e／v
呂　呂
イ　　　イ
ドト　　　ド
SP・@墾　　　畠
　　　窮
b）Polarograph第II波
コロイド銀唄塞と吉田肉腫移植との合併実験
Alb
　謬β冥
　　　　　　　＋　　　　一　　　　　　干
　a）　pH　8．0　b）
第・4図　コロイド銀填塞と吉田肉腫移植合併
　　　　実験における電気泳動像
　　　　　製D
　　　、ハ
∠竺玉
　　　　．
　　　　　pH　4．5
　　　　　　　　　　t　　　　“
第5図　吉田肉腫移植のみの電気泳動像（pH　4。5）
した。
　コロイド銀回護及び肉腫植合併実験において，pH8．0で
はコ”イド銀填塞のみ（第2図，とa））比較すると各分層の
変化は同じ傾向であるが，前者においてAlbの切長，α一
及びβGの増加がやや著明に認められるようである。pH
45ではコPイド銀損塞のみ（第2図，b））の場合と肉腫移
値のみ傑；5図）とを比較するに，何れも対照よりM1は増
量し恥は逆に減少する傾向があるが，さらに新しいM3，
M4分屑の出現を認めるため，全体としては何れも対照よ
りMP分屑は増加し，この点ポ波の態度と全く一致する。
さらに詳細に見ればこの増加度は肉腫移殖のみ，揖塞及び
肉煙移植の合併，唄塞のみの順に高いことがうかがわれる
が，測定精度より見て方法論的にこの順に意昧づけをする
ことにはなお疑義なしとしな：い。
lL　綱内系刺戟実験
　網内系機能を充進せしめる薬物として，非特異的刺戟剤
である大腸菌培養濾液，胆汁製剤，チオ硫酸ソーダ等が報
告されているが勃，筆者はこのうち大腸菌培養濾液である
コンムニン（藤沢薬品，1cc中150コンムニン単位を含有
しエチル水銀チオサリチル酸ナトリウム0．005％を含む）
を刺戦剤として使用した。
　［実験方法］
　　A．コンムニン皮下注射による実験
　動物はコロイド銀損塞の場合と同じくウィスター系白鼠
を用い仁。
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第8表　3％Colloid銀静注と肉唾移植の合．併実験
動物
No．　9
No．　10
No．　14
注射前第1波
　　（Wi）
47
45．5
33．5
注射後第1波
　　（W壬）
58
58
80．5
Index
（W壬／Wτ）
1．24
1．27
2．43??ー
平司 1．65
????
??
47．5
50．5
31
60．5
70
70
1．27
1．39
2．26
注射前第II波
　　（Wir）
55
51
45．5
注射後胤II波
　（Wii）
63．5
60
91
　rndex
CWii／Wrr）
1．15
118
2．00
平等 工44
59．5
63．5
44
?????? 1．11
1，24
1．70
平均1 1．64 平均1 1．35
第9表a） 第9表b）
rrp．g／dzl　Aib　1　a－G　1　B－G　1　r－G
48
49
前
後
：．前
51
?
前
．後
平 前
均　．後
対
照
?
?
5．9
52
6．7
7．1
6．9
6．3
6．5
6．2
6．3
6．3
g／de　4．40
％　73．0
3，28
63．5
O．41
7．0
O．71
13．8
4．69
70．1
4．58
64．6
5．1
74．6
3．89
61，5
4．73
73，8
3．91
628
4．24
67．1
4．40
69．7
O．46
6．9
O．47
6．8
O．52
7．7
O．63
10．0
O．46
7．7
O．60
9．8
O．55
8．8
O．52
8．3
O．72
12．3
O．87
17．0
1．15
17．3
1．48
21．0
O．56
8．3
1．20
19．1
O．81
12．3
3?????
O．98
15．6
1．07
16．9
O．21
3．7
O．29
5．7
1（器）
46
O．37
5．7
O．54
7．6
52
O．64
9．4
O．57
9．9
O．40
6．2
前
?
前
後
7．1
6．7
7．1
6．7
M・」M・IM，｝Ml　1Al胡・・他
平
均
O．46
8．1
O．54
8．5
対
照
前
後
前
後
。
2．9
o
o
7．1　O
6．71　1．5
7．1
6．3
o
o
o
1．0
o
1．4
o
12
o
2．3
50．4
1o．gl　2．61　36．s
44r1
2．61　10．51　31．0
52．0
7．71　s．21　3g．1
45．3
2．sl　io．sl　32，0
49．6
52．0
48．0
53．3
51．7
g．31　3．gl　3s．s
44．7
2．71　lo．s［　31．s
49．5
6．ol　4．gl　3ri
49．2
6．ol　13．61　2g．6
48．3
52．6
50．5
48．5
O．31
5．1
　1）Polarograph濾液反応：動物を5群に分ち，1群
は対照，他の4群にはそれぞれα1，02，α3及び0．5ccと量
の異なるコンムニンの皮下注射を行なった。何れも型の如
〈前1採血（2・5cc）を行なった後・11日目に体重1809当り
0．1，’0．2，0．3及び0．5ecのコンムニンを皮下注射し，5時
間後に採血を行ない三値と比較した。11日目に採血を行な
ったのはコロイド銀墳塞実験の対照と採血の時問的条件を
等しくするためである。従って対照はコロイド銀墳塞実験
で示した対照と同一である。
　2＞電気泳勧像＝上記条件下でコンムニン03ecの場
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第10表
rr・？’
（9！dの
27
28
29
30
平
均
前
?
前
後
前
後
前
?
前
後
6，9
7．6
7．1
7ユ
7．5
5．7
6．5
5．5
7．0
6．5
M畏
o
o
o
o
o
5．4
o
13
o
1．7
INI！lpttdi　M，一1－Arlrbv
o
2．1
0
12
o
5．7
o
1．3
54．3
11．1 7．0 36．2
45．0
4．gl　11．61　2s．s
51．8
9．3 3．4 39．1
61．6
3．21　ls．41　43．o
58，7
10．6 4．3 43．8
70．0
8．2 13．9 47．9
45．4
io．sl　2．si　32．1
48．5
3．sl　12．41　32．3
その他
。
2．6
45．7
55．0
48，2
38．4
41．3
18．9
54．6
48．9
52．4
10．4k　4．4）　37．6
56．2
s．o）　13．3［　37．｛
47．6
39．5
合の拍L清蛋白分屑の変鋤を，pH　8．0及びpH　4．5の二つに
ついて行なった。況働条件及び方法はA，2）と同様に施行
した。
　3）Congored係数：コンムニン量0．3　ccの場合につ
き’「コ」係数を対照と比較した。
　　B．コンムニン皮下注射と吉田肉腫移植の合併実験
　コロイド古墳塞で吉田肉腫移植との合併実験を行なった
と同様に，コンムニン刺戦の場合にも肉腫移植との合併実
1験を行なった。
　筆者はコンムニン皮下注射のポ波に対する作用は，予備
実験において一・過性であり，比較的短時間で消失すること
を認めた。従って肉腫移植を合併する際，移植後48時聞
を経て採血を行なわなければならないため，この実験では
その聞12時問おきにコンムンの連続注射を行なうことに
した．9
　1）Polarograph濾液反応：白鼠を2群に分ち，前採
・」血後何れも12日日よりコンムニンの皮下注射を開始する。
　吉田肉腫移植合併試験群はコンムニン0。3ce／180　gを午
前10時に注射し，5時開後すなわち午後3時に吉田腫腹水
0．1ccを腹腔内に注入し，午後10時に2回目のコ．ンムニ
ン注射を行なう。翌日も午前と午後の10時に2回注射し，
14口口は午前10時に5回書のコンムニン注射を行ない，
午後の3時，即ち最終注射より5時間後，吉田肉煙移植よ
り48時聞後に採」血を行なう。従って実験はコンムニンを
注射してその作用を持続させつつ肉腫移植による影響を見
たものである。
　対照群はユ2日月午前10時に初回の注射を行ない，肉厘
移植を行なわずにそのまま午後10時に2回目の注射を行
なう。以下は前と同じく12時聞毎に5回の注射を行ない，
最終注射後：5時聞を経て採ti11し前採血値と比較した。
　2）電気鰻根痛1ポ反応と同一条件下におけるpH　8．0
及びpH　4．5の電気泳動的分析を行ない，ポ反応成績と対
比した。対照もボ反応と同じくコンムニンの血続注射を行
なったものである。
　　C・）コンムニン皮下注射と炎症との合併実験
　肉撞移植合併実験に引き続き本項ではテレピン油腹腔内
注入による実験的腹膜炎の併発実験を試みた。
　　1〕コンムニン連続注射後腹膜炎を催起せる実験二方
法はIIのBにおけると同様で，ただ吉田肉」厘．腹：水0．1　cc
の代りにテレピン油0．1ccを用いた点のみ異なる。
　対照はテレピン油を注入せずコンムニン。．3cc／180　gを
連続注射したものである。
　　2）腹膜炎催起後コンムニンを注射する実験二研ぎに
予めテレピン油腹膜炎を惹起せしめたものにコンムニンを
注射しその態度を検討した，
　　この場合は前採血後12日目にテレピン汕0，1ccを腹腔
内に注入し，対照群ではそのまま48時間後に採血し，実
験群では48時問目の採血に先立つこと5時階前にコンム
ニン0．3cc／180　gの皮下注射を行なったe
　　［実験成績］
　　A．コンムニン皮下注射実験
　　1）ポ反応の成績はコンムニン量0、1，0．2，0．3，0，5ccを
それぞれ第11表，a），　b），　c），　d）に記し，第6図，　a），　b）に
ポ第1，II波別にこれを図示した。対照は第2表と同一で
ある。
　第11表及び第6図より明らかな如く，揖塞実験として
は反対に，この場合には用いたコンムニン量に比例してポ
波は一二下する。即ち0．1ccを用いた場合にもすでに対照よ
　りポ波は低下しているが，0．2，0．3ccと量を増すに従い低
下の度合は強く，0．5ccで最も著しい。
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第11表a）Communin　O．1　cc皮下注射実験
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動物
　Al
　AJr
　Btl
　Bio
　E4
　E7
No．　14
・注射前第1驚
　　（Wi）
32
46．
32．5
35．5
34
55
28
注射ﾀ解．1（IndexWt　Wi）
55．5
39
31．5
35
35
46
61
1．86
0．85
0．97
0．99
1．03
0．84
2．18
注射前第II波
　　（W［i）
44．5
55．5
48．5
50．5
42
60
35．5
注射|1波帰鷺。）
64
53．5
43，5
46．5
38
44
69
1．44
0．96
0．89
0．92
0．90
0．73
1．94
平釧 1．26 平　均 1．11
第11表b）Communin　O．2　cc皮下注射実験
動物
???
??
?
注射前妻1波
　　（wエ）??
注射後as　1波
　　tW壬）
44
41
5L5
Index
（wi／wエ）
注射蛛jII波i注射醗II波帰鷺、，）
1．10
0．85
1．23
50
’59．5
52．5
58．5
49
56
1．17
0．82
1．07，
平野 ，．06　ll 平．ﾏ 1．02
第11表。）Communin　O．3　cc皮下注射実験
動物
A4
A7
Bl：l
B14
No．　4
No．　5
No．　1
No．　3
注射前第1波
　　LW．1）
42
57．5
33
39
40
42
52
40
注射ﾜ1波口置糊
48
46
44
45．5
24
34
40
31
1．14
0．80
1．33
1．17
0．60
0．81
0．77
0．78
注射前略II波　　注射後合II波
‘　｛Wii）　1　｛’Wii）
52
66．5
51
58
51
53
60
33
55．5－
57．5
59
55
31
38　．
38
35
　Index
（Wii／WiT）
1，07
0．86
1．16
0．95層
O．61
0．72
0．63
1．06
1? 平判 O，93 平　均 O．88
第11表　d）Communin　O．5　cc皮下注射実験
動酬注射礪1波
??? 35
48．5
注射ﾜ1列（凝驚■注射舗II波
27．5
39
O．79
0．80
39．5
46
注射後頭II波
　（Wii）
???
　Index
（Wii／Wii）
O．84’
O．91?1 平均1 o．so　jl 平判 O．88
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?
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札幌医誌1957
0　封　コ　コ　コ　コ　0対　コ　コ　コ　コ
　　　ノノノノ　　 ノノノノムムムム　　ムムムム
　照　　）　　ン　　〉　　）　　　　　照　　ン　　ン　　）　　ン
　　　0．lcc　D．2cc　Oうcc　D．写u　　　　　　O．lcc　Q2cc　O．3CE　Dsec
層a）Polarograph第1波　　b＞Polarograph第II波
　　　　　第6図　コンムニン皮注実験
　2）電気泳動像：コンムニン注射後のpH　8．0並びに
PE　4・5における血満蛋白分暦の変動はそれぞれ第12表a），
b）及び第7函，a），　b）に示した。
　pH　8D（第12表，　a）及び第7図，　a））の場合にはAlbの
軽度の増量とα一Gの低下を認め，pH　4．5（第12表，　b）及び
第7図，b））ではAlbの増量とMi，　M2の低下が著明であ
る。もとよりこの際にはM：1，Mlの分掌は出現しない。　M
分煙は直接ポ反応押収物質と密接な関係を有するから，こ
れらの事実はポ反応の成績とよく一致する。
　3）Congored係数：第13　i表にその成績を示した：。こ
の割合対照と殆んど差はない。
　　B．コンムニン皮下注射と吉田肉腫移植の合併実駿
　1）第14表及び第8図，a），　b）の如く，前採血値よりき
らに波高の低下しているコンムニン対照群に比し，これに
吉田肉腫移植を合併するとポ波高は上昇する。
　2）電気泳菰像：第15表，a）及び第9図，a）はpH　8．0
におけるコンムニン肉腫移植合併実験の成績である。対照
すなわちコン．ムニン連続注射（第16表，a），第10図，　a））で
はα・Gの減少が見られるがこれに吉田肉腫を合併すると
α一Gは増量する。
　pH　4．5における成績は第15表，　b）及び第9図，　b）匹，
その対照は第16表，b）及び第10図，　b）に示した。
　即ちコンムニン連続注射の対照ではポ反応の成績と一一Pt
して脇及びM2はともに減少を見，これに肉腫移植を合
併するとMlの増：量とM2の滅少を認め，さらva　Ma分屑及
び1例でM．i分暦の出現を見，全体としてAlbより陰収荷．
電の回暦は増量を来たし，肉腫合併でポ波が増量すること
とこれも一致している。
　　C．コンム＝ン皮下注射と炎症との合併
　成績は1＞及び2）を一括して第11図，a）．及びb＞に図示
した。即ち第1波及び第II波とも．腹膜炎を催起したもの
はコンムニン注射のみのものより波高は上昇している。ポ
波低下の傾向はコンムニン海射のみの群，コンムニン注射
後腹膜炎催起塩腹膜炎催起後コンムニン挙謝群・腹膜炎
のみの群の順に低下率が強い。
第12表　a）
19
20
21
平
均
対
照
前
?
?
?
?
?
前
?
?
?
T．P．　g／de
7．5
7．1
7．3
7．3
6．3
6．3
7．0
6．9
7．1
6．7
Alb a－G　1　s－G　］，　T－G
g／da　4．35
％　58．3
4．74i
66．8
5．17
71．2
5．17
70．7
4．00
63．3
4，05
64．0
4．50
64，3
4．65
68ユ
4．39
61．9
4．46
66．7
O．62
8．4
O．51
7．2
O．48
6．7
Q．44
6．0
O．58
9．3
O．56
9．0
O．56
8．6
O．50
7．2
O．55
7．8
O．50
7．5
1．61
21．6
1．23
17．4
O．91
12，5
O．87
11．7
o．oo
8．6
O．69
9．6
1．031・　O．67
14．1　1　9．2
1．14
18．1
O．99
15．7
O，58
9．3
O．71
11．3
1．22
17．1
1．08
15．9
1．24
17．5
8ー???
O．71
10．0
O．66
8．7
O．90
12．8
O．54
8ユ
? p
［…
bA
?《
、、
一　　　　　　　　＋　　一　　　　↑　　　＋
　　　a）　pH　8．0　b）　pH　4．5
　第7図　コンムニン皮注実験における電気泳動像
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　　　　　　　　　　第1琴表CommuninO．3ec注射後のongored係数
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47．0
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a）Polarograph第1波
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　　　　　　b）Polarograph第II波
コンムニン皮注と吉田肉腫合併実験
第14表　Co【n皿unin注射と肉腫移植の合併実験
動物
No・　22
No．　23
No．　24
　CL，3
　C24
　C］5
対照1
11　2
／1　3
　注射前第1波1
　　　CW，i）
?????
注射三二1波
　（WD
Index
（w壬／WI）
72
74
73．5
58．5
82
65
1．60
1．48
1．41
0．87
2．34
1．67
平．劇 O．93
51
U5
R6
??? O．55
0．86
1．39
注身寸前第II波
　（Wii）
???????????
注射後第II波
　（Wii）
81
79．5
79．5
63
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71
　Index
（Wii！VV’ii）
1．53
1．43
1．30
0．84
2．00
1．42
平釧 1．42
平　均
??????? 35
60．5
・57．5
O．56
0．88
1．31
O．93 I 平均1 O．92
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T一？g／d¢1　Alb
6．3
7．1
5．9
6，3
6．7
6．7
6．3
g／d13．85
％　60．9
9?? ?
3．93
66．9
4．33
68．5
5，34
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ct一一G
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O．57
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7．4
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5，9
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7．9
B－G
6．7
1．33
21．1
O．57
8．2
O．89
15ユ
O．89
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O．42
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L13
16．9
O．88
14．3
3???? O．54
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13．4
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O，72
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20
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平
均
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12．0
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5．9
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前
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6，5
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前
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o
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o
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o
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o
o
o
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o
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o
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コ
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45．6
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μ　隻
Alb ??
??
M．3　M4
　　　　　　　＋　　一　　　・　↑　　　　＋
　a）　pH　8．0　b）　pH　4．5
第9図　コンムニン皮相と吉田肉腫合併実験
　　　　における電気泳動像
　．p．
差　　d
Alb Alb
　　　　　　　・＋　　　　　　　　　奄　　　　十
a）　pH　8．0　”　b），pH　4．5
第10図コンムニン皮注健続注馴対照
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a）Polarograph第1波　　　b）Pohrograph第11波
　第11図　コンムニン旧注と腹膜炎合併実験
総括並びに考按
　以上の成績を総括すると，網内系堀塞実験ではコロイド
銀であれ墨汁であれ，何れもポ波の上昇を来たし，その上
昇の程度は用いた量に比例する。これに吉田肉煙移植を合
併するとさらに波高は上昇の傾向を示す。一：方蛋白分屑像
の変化は，燐販緩衝液ではα一Gとγ一Gの増量を認め，’
酸緩衝液ではAlbより陰収荷電の分屑，即ちMehlL’）のい
うMl，　M2分屑の他に堀塞時及びこれに肉腫移植を合併し
た群ではさらに新たな二つの分屑（M：s，M4と名付ける）の
出現を認める。
　これに二反しコンムニンにより宇内系を応戦するとポ波は
その量に比例して減少する。これに肉腫あるいは腹膜炎を
合併すると波高は上昇するが，腹膜炎単独の場合よりその
程度は低い。またこの際の蛋白分鎖陰は，コンムニン注射
ではα一Gの減少，酷酸緩衝液でAlbの増加とM1，　Msの
減少を，肉腫移植合併ではAlbの鮮少とM：1，瓢の出現を
認める。
　これらの実験でポ波高と蛋白分屑の変化とを比較して見
ると，MPは電気泳動的にpH　8．0ではα一Gに一致し2），酷
酸近衛液（pH　4，5）で｝it　Meh12）によるとMl，　M，を形成す
る。従って電気泳動の成績はよくポ反応の成績を裏付けて
いるといって良い。即ち，
　1．網内障墳塞によりポ波の上昇即ち血中MPの増加
が起り，刺戟により低下が認められる。
　2．本内系戸車，刺戟何れの場合にも，これにMP産生
としての肝外性因子を合併せしめるとポ波高は上昇する。
　この2点である。tれらの現象につき以下2，3の考察を
加えて見たい。
　まずコロイド銀墳塞によってポ波高が上昇するというこ
とは，薬剤の静脈内注入躁作から，それが異物炎に基づく
反応であるとも考えられるが，操作は同じであるにもかか
わらず，1％コロイド銀の場合には無処置対照と殆んど差
異がないことから，2％及び3％コロイド銀を用いた場合
のみ異物炎を起したとは寧ろ考え難い。加うるにコンムニ
ンによる刺々ではポ波は逆に低下し，これに炎症催起を試
みた実験ではポ波は上昇はして来るが炎症単独の場台より
も上昇率が低い事実から，脳内系機能はMP代謝殊にその
血中遊離ないし動員との問に密接な関係を持ち，その機能
充進時には恰もそれを捕捉するかの如く血中遊離の抑制が
起り，機能低下時には著明に血中増加を来たすものと考え
たい。
　文献的に見ても筆者の行なった如き宇内系機能とポ波と
の関連を報告した論交はないが，ただ吉田B）等が家兎に
墨汁を1週聞達続静注して血清MPには奢変がないと発
表した。．．狽ｩしその後筆者の実験成績の如くMPが増量
することを認めている（私信による）。
　ところでMPの産生母地としては肝性及び肝外性産生
説が主張されているゆ。教室の佐々木恥はMP産生母地の
研究を行ない，生理的に存在するMPは肝臓で産生され，悪
性腫瘍時1血中に増量するMPは腫瘍そのものから血中に遊
離されることを報告した。これと関連して筆者の成績を見
ると，網内系墳塞及び刺戦何れの場合も，そのような状態
の上にさらに肉腫移植ないしは炎症催起を行なうと，あら
たにMPの増加が認められるので，この点からも．肉煙ない
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し炎症で増量するMPは正常と異なった産生機転をもつこ
とが推測されると同時に，虚血産生MPの代謝には面内系
機能の関係は比較的薄く，肝産生MPとの聞に異なった代
謝形式がとられるのではなかろうかと推i測される。この事
実を，悪性櫨膓の際の悪液質催起と一応関連ある現象と考
えるのhr‘1意測に過ぎるであろうか。
　ここで，筆者の行なったコロイド銀墨汁による網内郭履
塞，コンムニンの網内語に対する意義について考察して見
よう。
　Siegmund29）によれば，陰性荷重エレクトロイド注射後
皿エ漿蛋白の増加が認められ，これを網内治の刺戟と解して
いる。これに対しDowney2D）等はIndianinkを大量注射
して心内系を墳心すると，Fibrinogen及びGlobulinの
増加する事実を認めた。，前述せる如くポ濾液活性物質，即
ちMPはαG分屑の構成部分をなすものであるから，
Globulinの増量が起ればポ波上昇、（濾液反応）は起り得る。
事実われわれの電気泳動の実験でもコロイド銀面塞でα一G
の増母が詔められた。筆者の墳塞実験が網内系異物摂取能
の刺戟であるかその低下であるかについては，筆者の用い
た・コロイド銀及び墨汁は陽性及び中性膠質であるから，陰
性干レクトPtイドと同じであろうとは考えず，　Downey等
の如く網内山の墳塞による機能の低下に基づくと考えたい。
これは同時に行なった「コ係数」の成績によっても裏付け
られよう。墳塞の際の静注という操作に基づいてこれを一
種の炎症と看噛すか否かについては前述した。
　これまでは網野系墳塞を以て網内山機能低下を起したも
のとして考察を進めてきたが問題はこれが如何な．る意義を
有するかにある。前述せる如く網諸系は異物摂取抗体産生
心魂種々の機能を有しているが，桑原・森岡・上野・猪瀬
Lubarsch　・広瀬・Haendel・Kritschewski・Pfeiff，r・津
田等多数の研究者29）の報告によると，これら機能は必ずし
も一致平行せず，例えば墳塞により異物摂取能低下を起さ
しめても，抗体産生能は却って詠進することが見られる。
Lubarsch2s）は蟹塞で網内系機能を完全に麻痺させること
は不可能であると論じている。加うるに異物摂取能さえも
その種類により異なり，ある異物に対して機能が充進して
も，他の異物では減退することがあるという。従って本実
験において網内面を填塞しても，網内系の他の機能は測り
難く，網内感全体としての機能が低下したとはいい難い。
ただ筆者の実験でポ占め上昇とともに同時に行なった「コ」
係数から，無処置対照群よりも異物摂取能が低下している
ことは示され，一方面実質機能の検査法として知られる，
「プ」時値は変化がないことより，筆者の墳i墓実験は，少
なく肝実質での大き’な変化ではなしに，肝開質を含めた全
身の網内系の異物摂取能は低下していると考えて良いよう
に思われる。しかし他の機能が如何になっているかは言明
出来ない。文献に見る如く，そのために却って抗体産生能
は充血しているかも知れない。これは電気泳動実験で活塞
後γ一G心血の増量が同時に見られる事実からも考えられな
いことはない。その何れであるにもせよ，とも角吐血の結
果血中MPの増加が招来されるのである。抗体産生能の
充進が一義的の意義を有するか否かについては，後に再び
論じようと，思う。
　Vy〈ぎにコンムニン注射について考えて見るに，コンムニ
ンは大腸菌培養濾液であるから連続注射の場合先ずSch－
warzmann現象が起るか否かが問題となろう。　しかし筆
者の実験では第2回目以後の注射も静注は行なわずに悉く
皮下注射を行ない，かつその問隔も充分に時間をとってあ
るから，この実験でSehwarzmann現象憾起さないと考
えて良い。
　本実験で用いたコンムニン：量は180g当℃0：1，0．2，0．3，
0．5cc，即ちコンムニン単位としてそれぞれ15，30，45，75
単位を皮下注射したことになる。この何れの場合にもポ波
高は同じように低下の傾向を示し，量が多いほどその程度
も強い。もとより試験管内ではかかる作用は認められない。
かくの如く，ある種薬剤を注射して極めて短時面内に定型
的なポ波低下を来さしめた報告は未だなく，筆者の成績を
以て備矢とする。従ってそれ自体注目すべき’事実であると
考える。
　さて再びかかる条件下のコンムニン作用が生体内，特に
網内密に如何に仇ぎかけているかということであるが，山
形30）は大腸菌培養濾液陳北大細菌教室製1を家兎に静注
し，「コ」係数「プ」時値の変化よりそれが肝機能に及ぼ
す影響を検討し，10，000倍1cc／k客では』」係数に変化
なく，5，000倍では軽度の「：」係数低下・「プ」時値増加
即ち網内系及び肝細胞の機能論証を，2，000倍では両者の
機能低下を報告している。かくの如く一般に薬理効果は少
量で刺戦，大量で麻痺作用を現わすことが多い。山形の用
いた培…翻慮液1ccには幾何の生物単位を含むか未詳であ
り，且つ筆者の実験とは白鼠と家兎，皮注と静注という差i
異はあるが，筆者の実験では0．l　ccも0．5　ccもさらva　O．3
ccの連続注射でも傾向は同じであること，0．3　ccを用いた
場合の「コ」係数は対照と差がないこと，及び皮下注射と
いう寧ろ温和な方法を用いていることから，筆者の用いた
量が機能抑制を起すほど大量であるとは思われず，何れも
機能充進作用を現わす量の範囲内にあると考えられ為eた
だこの際にも網内高機能の中何れの機能が充進している・の
かは問題である。
　コンムニンの薬理作用は非特異的刺戦療法葡1として網内
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系細胞を活性化するといわれる。従って非特異弁職剤とし
て抗体産生能を充進せしめるということは一応考えられよ
うが，しかりとすれば筆者がさきに，・コロイド銀墳塞によ
って起り得る抗体産生能の充進が波高上昇の原因であるか
も知れぬと推論したことは，この事実と現象的に矛盾する。
何故なら同じく抗体産生充進で，一方はMPの上昇一方は
その低一ドを来たすということは考え難いからである。
　コンムニヒの場合を考えると，皮下注射後僅か5時閥で
抗体産生が充進ずるとは考え難く，抗体産生充進に伴なっ
てMPが増量するという報告もない。寧ろ感染症において
血清ポ波が陽性を示しているのは急性期であって，抗体産
生の期待し得る恢復期には却って陰性化することが知られ
ている。従ってコンムニン皮注の場合やはり異物摂取能の
充進と考える方が妥当であろう。そうであるとすれば網内
系順塞の場合も，コンムニンを実験結果が現象的に全く反
対である理由から，抗体産生能の充進ではなくて，異物摂
取能の低下を考える方が自然であり，これら一連の現象を
説明するに無理がないように思われる。
　以上の考察を総合すれば，垣内系填塞でポ波が上昇し，
コンムニン注射で逆に減少するという事実は，MPの産生
機序を示す事実ではなくして，MPの代謝と網内貼機能と
の関係という点でその異物摂取能との関連を示すものと考
えるのが最も妥当と思われ．る。即ち網内鞘異物摂取能の玉
戸により血中Mpは減少し，機能低下によってM？は増量
を示す結果となり，これはMP代謝の問題上，甚だ興味あ
る事実といわねばならない。
　またこのことに関連レて，α一Gの一構成夢としてのMP
の性格が，生理的（肝性）及び病的（肝敵性）所産別にそれ
ぞれ異なるものでありはせぬか，従って癌悪液質もこれら
の事実に関係をもつ現象ではないかとの憶説を既述したが，
その点についてはAcidic　proteinとして2，3の病的状態
でal一及びα一G分屑内に増量するといわれる“C・reactive
protein”　（Hedlund）3i），　“acute　phaee　protein”　（Mc．Leod）3i）
の如き，またアドレナリンに反応する町G増加の現象の
如き’は，このポ波上昇，MPの増加と密接な関連を持つも
のではあるまいか。このC－reactive　proteinとポ波との
関連についてWinzleS；1’は否定的な見解を述べているが，
これは単一な物質でないことが認められているから34），上
記の考察は必ずしも矛盾するものではない。この場合網内
系のコンムニン刺戦は生理的MPいわば“acute　phase
protein”の如き’ものが，動員即応態勢をとるため幌内系
に捕捉され，またコロイド銀墳塞は一種の押出し反応の如
く血中遊離を促す結果をもたらす，即ちMPの一つの，
dynamic　eqnilibriumとも考えられはすまいか。そして訓
導性MPは佐々木のい「う如く癌局所産生を経て（蛋白部分
はAlbより，多糖類部分は局所にて）血r11に遊離し，網内
系の関与は比較的少ないと解釈したいのである。
　最後に2，3の成績の細かい点について付け加えて見たい。
　先ず実験成績についてのポ第1波の比率（Wi／Wi）と第
II波の比率（W佃WIエ）とを比較すると，図及び表より明
かなように，第1波の比率の方が第II波のそれより大きい
ことを認め得る。この事実は楓塞突験のように比率の上昇
を示す実験でより著明で，コンムニンのように低下を示す
実験では著明でなく，0．5ccを用いた際には第1波の比較
が第II波の比率より僅かながら小さくさえある。換言す
れば，第1波の比率は上昇度も大きく，下降度も強いとい
えるのではなかろうか。これは第1波が第II波より鋭敏に
MPの変化を表わすためなのかも知れない。ポ濾液波高は
ある程度以上高くなると，濃度に比例して上：丸し得ない事
実がある3’り。通常第II波の波高は第1波のそれより大であ
るから，このことが第II波の比率が第1波に比べて余り大
き’くならないということの一因ともなり得るが，初めの波
高が余り高くない例においても必ずしも第II波の上昇率
が高いとはいえないから，第1波の方がよりMPの変化を
忠実に示すといえるかも知れない。このことは佐々木16）等
の臨床実験例においてもうかがわれた事実であり，ポ第1
波，第II波の意義について未知である現在，誠に興昧深
いことと思われる。
　次ぎにコンムニン皮下注射と炎症催起の合併実験におい
て，予めコンムニンを注射して網内系を刺満し，のち腹膜
炎を催起せしめた群の方が，腹膜炎を催起してのちコンム
ニンで平内系を刺戦した群より上昇率が少ない。このこと
は一見興味ある如く思われるが，しかしこれは単に前者は
コンムニンの連続注射であり，後者はコンムニンの1回注
射であるという方法的な差に基づく為と解釈している。
　最後に電気泳動的実験において，コロイド銀墳塞及び肉
腫移植例のpH　4，5における成績では，正常鼠でば存在し
ないM3，　M4の新しい分野が認められた。この事実につい
ては淡川36）がさきに報告した以前には筆者は他に未だ詳
しい報告を見ない。M」．はMehlL’）によるとMP－1に一致し
MPの主成分と考えられるが，　M2はMP－1，　MP－2，　MP－3
の何れの分骨とも一致しない。しかし何れもMPであるこ
とは確かであるという。筆者の実験で認められた輪，MA
分屑は未だ報告がないけれども，その電気泳動的性状から
MPの分屑に属することは疑いのないところと思われる。
かかる泳動的に異質のMPが上記実験で現われたというこ
とは，従来照Pの量的増減のみが議論されて来たことに対
して，質的な面での差異について暗示を与・えるものともい
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えよう。しかしながら人聞ではMehlの発表している如く
種々の疾患でMbM2の増減しか認められないから，個体
の差・血清の差・泳動時pヨ等を考慮に入れてさらに検討
する必要があろう。なお，上記実験において実験成績の項
に述べた如く，Mlは増加しM：］，瓢が現われるが，晒は
却って減少する傾向があるe前述した如くMsはM1に比
較するとMPに対する直接関係は薄いようであり，筆者の
実験においてもM2は間接的でMiを増量せしめるための
附随的な存在であるとの印象が深められる。
　これを要するに，網田系機能がMPの代謝，そのdyna－
mic　equilibriumと仮定する事実に対して密接な関係を有
するであろうことを述べた。この実験事実は，亥いで網内
系機能を充進あるいは低下せしめた状態における肝動脈と
肝静脈血のMP含量の坊較，同位元素を用いたラジオオー
トグラフ的研究を意義あらしめることとなろう。さらVC網
内系機能充進あるいは低下状態における尿又は胆・汁での
MP値の変動から，　MPの代謝の一端を明確になし得るで
あろうと期待している。
　　　　　　　　　　結　　　論
　1．コロイド銀及び墨汁を用いて網内壁を墳塞すると，
用いた量に比例して血清ムコ蛋白は増量する。
　2．コンムニンを用いて奥内系を刺暮すると，用いた量
に比例して　ムコ蛋白の減少が強く起る。
　、3．コロイド銀及び墨汁は網内野異物摂取能の低下を，
コンムニンは恐らくはその充進を惹起せしめる。
　4．以上の事実から網内系機能が血清ムコ蛋白の代謝に
密接な関連を有し，同時に少なくとも生理的所産としての
ムコ蛋白にはdynami　c　equilibriumが成立することを推
論した。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和32．4．24受付）
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